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○ 当分科会は、中央社会保険医療協議会基本問題小委員会の付託をうけ、
「DPC 導入の影響を検証するための評価の視点及び評価項目」に基づく
DPC 導入の影響を検証するための具体的な調査設計について検討を行った。 

 
  （評価の視点及び評価項目の概要） 
   【診断群分類の妥当性を評価するための調査項目】 

診断群分類の該当率、構成割合、アウトライヤーの状況、包括範囲点数及び在院
日数のばらつき、DPC 変更率・変更理由 

  【診療内容の変化等を評価するための調査項目】 
平均在院日数、病床利用率、入院・外来比率、入院経路・退院先、退院時転帰、

退院後転帰、再入院率、薬剤・医療材料の使用状況、検査・画像診断等の実施状況、
医療の達成度・患者満足度、アウトカム評価・臨床指標、看護の必要度 

   【医療機関の機能の変化を評価するための調査項目】 
高度医療の提供実績、教育研修機能、地域医療との連携状況、医療の質に関する

取り組み、医療の提供体制 
     ※ 下線は、早急に評価が求められる主要項目 
 
○ その結果、本年度は、本年６月９日に中央社会保険医療協議会に報告し既
に調査を実施している「①７月から１０月までの退院患者に係る調査」及び
従来から実施している取組みである「②診断群分類の妥当性に関する調査
（ＭＤＣ毎の作業班）」に加えて、下記の③から⑨の調査について、新たに
調査を実施することが妥当であるとの結論を得たので報告する。 

なお、調査の全体像については別紙１、各調査の詳細については別紙２の
通りである。 

 
① ７月から１０月までの退院患者に係る調査 
② 診断群分類の妥当性に関する調査（ＭＤＣ毎の作業班） 
③ 再入院調査 
④ 医療連携と退院後受療に係る調査 
⑤ 医薬品、医療材料に係る調査 
⑥ 検査、画像診断に関する調査 
⑦ 医療の達成度、患者満足度に関する調査 
⑧ 看護の必要度に係る特別調査 
⑨ アウトカム評価・臨床指標／医療機能の変化に係る調査 



 
ＤＰＣ導入の影響評価のフレームワーク 
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ＤＰＣ導入の影響評価に係る調査について 
 

 調査名 目的 班構成 調査方法 今後のスケジュール 
１ ７月から１０月

までの退院患者
に係る調査 

○ ＤＰＣ導入の影響評価を行うため
に、平成１６年７月から１０月までの
退院患者を対象とした調査を実施す
る。 

 
 
 

 ○ 全病院（ＤＰＣ対象病院、ＤＰＣ試行対象病院、
ＤＰＣ調査協力病院）を対象として、７月から１
０月までの間に退院した患者について、診療録情
報、診療報酬請求情報（Ｅ，Ｆファイルデータ等）
を収集し、分析する。 

１１月～ データクリーニ
ング等 

 
３月 診療報酬調査専門組
織への報告 

２ 診断群分類の妥
当性に関する調
査（ＭＤＣ毎の
作業班） 

○ 診断群分類に基づく入院医療の包括
評価制度（ＤＰＣ）の円滑な運用を目
的として、包括評価制度の基本である
診断群分類について、その「妥当性」
の検証を行う。 

◎齋藤壽一  
社会保険中央総合病
院長 

◎出月康夫  
南千住病院名誉院
長 

他 

○ 臨床専門家、ＤＰＣ比較調査研究担当責任者（Ｄ
ＰＣ対象病院、ＤＰＣ試行対象病院、ＤＰＣ調査
協力病院からの代表）、統計専門家などにより構成
されるＭＤＣ毎の作業班を組織し、データに基づ
き、診断群分類の妥当性を検証する。 

  ※ ＭＤＣ毎の各作業班における作業内容の整
合性を確保するために、共通作業方針を作成
し、作業を行う。 

○ 診断群分類毎の問題点は平成１７年２月を目処
として取りまとめる。 

９月～１月 ＭＤＣ毎の作
業班の開催 

 
３月 診療報酬調査専門組
織への報告 

３ 再入院調査 ○ ＤＰＣ包括評価の実施に伴い医療効
率化の一つの指標としての在院日数の
短縮が図られているが、この短縮によ
り提供されている医療サービスが低下
していないかどうかを再入院の頻度や
その理由を調査することによって検証
する。 

◎安川林良  
松下記念病院長 

他 

○ 全病院（ＤＰＣ対象病院、ＤＰＣ試行対象病院、
ＤＰＣ調査協力病院）を対象として、７月から１
０月までの退院患者に係る調査の対象患者のう
ち、退院後６週間以内に「自院」へ再入院した患
者について、「再入院調査票」により再入院の理由
を調査する。 

 

１２月 調査実施 
 
１月 各医療機関からのデ
ータ整理・分析。 

 
３月 診療報酬調査専門組
織への報告 

４ 医療連携と退院
後受療に係る調
査 

○ DPC の導入により在院日数の短縮
が進む中で、退院後の患者の受療に問
題が生じていないか、地域医療への混
乱を生じせしめていないかが「医療の
質」として大きな焦点となる。そこで、
この調査では、退院後の他医療機関で
の受療、他医療機関から見た評価、お
よび退院後の医療費などに焦点を当て
る。 

◎酒巻哲夫  
群馬大学教授 

他 
 
 

○ ＤＰＣ対象病院から抽出された約２５病院の医
療連携、介護・福祉連携リストをもとに、連携先
医療機関・施設の職員に対する満足度などについ
ての調査を行う。 

○ 保険者に対する調査を実施し、保険者側からの
退院後追跡調査の実施方法の検討を行う。 

 

１１月 連携先医療機関へ
のアンケート送付等 

 
 
３月 診療報酬調査専門組
織への報告 

 
 

５ 医薬品・医療材
料に関する調査 

○ DPC 導入により、医薬品・医療材料
の使用の効率化が促進しているかを把
握する。 

◎伊藤澄信  
順天堂大学教授 

他 

○ 全病院（ＤＰＣ対象病院、ＤＰＣ試行対象病院、
ＤＰＣ調査協力病院）を対象として、後発医薬品
の種類、数等について調査を行う。 

○ ７月から１０月までの退院患者に係る調査に基
づき、包括されている高額な薬剤、医療材料等に
ついて使用実績を把握する。 
 

１１月～ 医療機関調査の
実施、７月から１０月まで
の退院患者に係る調査に
基づく分析の実施 

 
３月 診療報酬調査専門組
織への報告 
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 調査名 目的 班構成 調査方法 今後のスケジュール 
６ 検査、画像診断

に関する調査 
○ 入院医療がＤＰＣにより包括評価さ
れたことにより、検査、画像診断の実
施の効率化が進んでいる。また、従来
入院医療で実施されていた検査、画像
診断のうち、外来で実施可能なものに
ついては、外来で実施する傾向が強ま
っている。そこで、ＤＰＣ導入により、
入院医療における検査、画像診断の外
来へのシフトがどの程度起こったの
か、またそれが適切なものであったか
を検証する。 

◎斉藤寿一  
社会保険中央総合病
院長 

他 

○ 協力が得られる約３０病院において、包括され
ている検査等の入院外来実施比率等について調査
を実施する。次年度以降は、初年度の結果を踏ま
え、抽出、全数調査を実施することを検討する。 

○ 協力が得られる約３０病院において、入院患者
について入院及び外来における検査の実施状況を
把握する。次年度以降は、初年度の結果を踏まえ、
抽出、全数調査を実施することを検討する。 

 

 
１２月  調査の実施 
 
３月 診療報酬調査専門組
織への報告 

７ 医療の達成度、
患者満足度に係
る調査 

○ DPC 導入による医療効率化が進行
するなかで、患者側からみて納得でき
る医療展開であったか、退院まで問題
がなかったかを患者側の満足度の観点
から調査する。 

○ 納得できる質の高い医療が達成され
たか、ＤＰＣ導入後の変化を医師また
は看護師など医療従事者の側の観点か
ら調査する。 

◎熊本一朗  
鹿児島大学教授 

他 

○ 過去に施行された既存の患者満足度調査の調査
結果などを収集し再評価する。 

○ ＤＰＣ対象病院から抽出した約２０病院を対象
として、患者満足度及び医療従事者満足度調査を
実施する。 

 

１１月から開始し１～２ヶ
月間を調査期間とする。 

 
 
３月 診療報酬調査専門組
織への報告 

８ 看護の必要度に
係る調査 

○ ＤＰＣ導入に伴い在院日数が短縮し
てくる中で、手間のかかる患者の受け
入れが適切に行われているかを検証す
ることを目的として、ＤＰＣ導入前後
における入院患者の総体について看護
の必要度の変化を評価するとともに、
病院間の今後の変化を把握するため
に、共通評価票を用いて調査を実施す
る。 

◎小島恭子  
北里大学病院看護
部長 

他 

○ 過去の看護の必要度に係るデータを保有してい
る２病院を対象として、ＤＰＣ導入前後の看護の
必要度の変化を調査する。変化があった場合に、
その要因について検討する。 

○ 協力が得られる約５病院に入院している患者数
の多かった診断群分類上位１０程度に該当する患
者を対象として、共通評価票（重症度・看護必要
度に係る評価票）を用いた調査を実施する。 
 

１１月 調査の実施 
 
１月 分析 
 
３月 診療報酬調査専門組
織への報告 

９ アウトカム評
価･臨床指標／
医療機能の変化
に係る調査 

○ ＤＰＣ導入による患者アウトカムや
医療プロセスの変化または影響及び医
療機能の変化について、臨床指標等を
活用し評価を行う。 

◎武澤純  
名古屋大学教授 

他 

○ 評価指標について、短期的な指標、長期的な指
標にわけて整理し、指標の定義（分子/分母の定義）、
データの収集方法について検討する。 

○ 過去の調査（全国医学部長病院長会議の「大学
病院の医療の質･安全に関する調査（平成 15 年 12
月）」、「病理剖検情報（病理学会）」、「特定機能病
院に係る業務報告書」）の確認を行う。 

○ 7 月から 10 月までの退院患者に係る調査および
全病院（ＤＰＣ対象病院、ＤＰＣ試行対象病院、
ＤＰＣ調査協力病院）を対象として実施する医療
機能評価に係る調査を素材として、アウトカム評
価、臨床指標に係る集計･分析を行う。 

１１月  ７月から１０月
までの退院患者に係る調
査に基づく分析 

 
１２月  医療機能の評価
に関する調査の実施 

 
３月 診療報酬調査専門組
織への報告 

 


